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新型コロナウイルス感染症対策として 

人工透析患者の医療供給体制確保についての要望書 

 

2020年７月20日付（全腎協第20-2013号）にて、人工透析を受けている患者

が感染した場合の個室で使用する個人用人工透析機器の不足について要望をさ

せていただいたところですが、今般の緊急事態宣言発出にあたり、改めて以下

について要望いたします。 

 

記 

 

人工透析患者が安心して療養できるよう国、都道府県、透析専門医の団体、

学会が連携し、早急な対策にお取り組みください。 

１月７日現在、人工透析患者の新型コロナウイルス感染者が700名（*）、死

亡者83名（*）と急増しています。（*日本透析医会・日本透析医学会・日本腎

臓学会 新型コロナウイルス感染対策合同委員会） 

貴省の事務連絡文書（４月２日付）にもありますように、透析患者は感染リ

スクがあり、感染した場合には指定された病院に入院し治療をうけることにな

っていますが、新型コロナウイルス感染者が急増する中、感染した透析患者の

受け入れ医療機関・入院ベッドが不足していると透析専門医および関係団体の

先生方から伺います。 

国、貴省、医療現場の医師、コメディカルの皆さんが全力で新型コロナウイ

ルス感染症対策にお取り組み頂いていることは、私たち人工透析患者も十分承

知しておりますが、私たち人工透析患者が安心して療養できるよう国、都道府

県、透析専門医の団体、学会が連携し、早急な対策にお取り組みくださいます

よう改めてお願いいたします。 


